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平成20年度（第1回）農環研若手研究者奨励賞
— 3名の研究者を表彰 —

　さる11月28日、新宿明治安田生命ホールにおい

て開催しました農環研研究成果発表会の席上で、平成

20年度（第1回）農環研若手研究者奨励賞を受賞した3

名の表彰式を行いました。受賞者には、佐藤理事長か

ら表彰状と記念品が授与されました。また、受賞者の

研究業績は、会場のロビーにポスターとして展示しま

した。

　受賞者とその業績は次のとおりです。

•　職員の部

「残留性有機汚染物質の動態の解明に関する研究」

有機化学物質研究領域　清家伸康 主任研究員

　水田土壌中のダイオキシン類は、過去に使われた除

草剤に由来すること、イネは土壌から吸収しないこと

を明らかにするとともに、水田土壌における残留量は

今後も減少すると予測しました。また、ドリン類やヘ

プタクロル類について、栽培前の土壌を測定すること

によって作物残留濃度を予測する手法を開発すると

ともに、低吸収品種の選抜を行いました。

「土壌くん蒸処理が微生物群集構造に与える影響の分

子生物学的手法による解析」 

生物生態機能研究領域 星野（高田）裕子 主任研究員

　土壌から直接抽出したDNAを解析する手法を確立

し、培養困難な微生物を含めた微生物群集への代替薬

剤（クロルピクリン、D-D）の影響を明らかにしました。 

また、土壌抽出DNAを用いた土壌微生物・線虫の解

析手法のマニュアル化を行い、関係者によって現在多

くのデータが蓄積されつつあります。

•　特別研究員の部

「気候シナリオのダウンスケーリングと地球温暖化に

よる農作物の影響評価への適応」

大気環境研究領域　飯泉仁之直 農環研特別研究員

　全球気候モデルから得られる温暖化予測をダウン

スケーリングし、日本の気候変化シナリオを作成しま

した。また、社会・経済シナリオと気候変化シナリオ

から、水稲収量への影響を評価しました。さらに、温

暖化で発生が増えると懸念される異常気象に備えて、

農作物共済の影響評価モデルを構築中です。

　本表彰制度は、所内の若手研究者の活性化を図るた

め、農業環境技術研究所に勤務する40歳以下の研究

職職員または農環研特別研究員いわゆるポスドク研

究員の中から特に優れた業績をあげた者に対し、毎年、

表彰するもので、本年が第1回目となります。次回は

来年、秋を予定しています。

� （研究統括主幹　長谷部 亮）
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